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                       ２０24．09            

ＭＲ協会  

支援調整面接で知り得た事項と決定事項 

 

〇 支援目的調整面接の参加者 

  Ｙ人材派遣会社様    人材ソリューション事業部 Z 部長 （５５才 男性） 

第 1 課 課 B さん（４３才 女性） 

支援１日目に２人に支援目的調整面接を実施した。 

  

 

〇 調整面接で知り得た事項 

１ Ａさんのことと就職の経緯 

   年齢：２８歳 独身・両親・姉と同居 

2022 年 5 月に入職：人材ソリューション事業部 第 1 課 技術部門（特に CAD 担当） 

２ 自殺前の状況 

   とても、まじめな素直で気が利く職員。 

   2024 年 6 月 5 日 突然派遣社員が派遣先に出社しなくなり、連絡がつかなくな

った。いなくなった人が、CAD の担当だったため、そしてそのプロジェクトが 10 月

までとなっていたので、A が代わりに 3 日/ｗ行くことになった。 

   A も自分が行くのが一番いいのではないかと言ってくれた。 

   自宅から 先方の会社までは片道 1 時間 20 分。 

   それ以外は 在宅勤務。 

   また、その派遣先は、2 名体制だったが、残っている 1 名がほとんど仕事が出来な

い人だったため、来なくなった人に負担がかかっていたことが分かった。 

   A は、それをカバーするためかなり多くの仕事を担っていていたが、3 日/W で何

とかこなしていた。派遣先からもかなり良い評価をもらっていて会社としては助か

っていた。派遣先からも 10 月までは A さんをお願いしたいと言われていた。 

   6 月以降は、ほとんど事務所へ出社することはなかった。 

   （会社として、基本は出社となっている） 

A から、派遣先に行かない日に、会社に出社したら身体もきついし、仕事もはかどら

ないので、10 月（このプロジェクトが終わる）まで、在宅にて仕事をしたいというこ

とだったので、許可した。 

   オンラインで会議をすることもあったが、ほぼ顔を出さずに声だけの会議。 

   変化があったとしても、まったく気が付かなかった。 

   B 課長は 自分の管理不足だったと自分を責めている。 

    

   9 月 2 日のお母さんからの電話は、C さんが受けてすぐに課長に変わった。 

   亡くなったということは、電話をとってくれた C さんにはすぐ伝えた。 

第１課の人には、当日の 17 時頃全員を集めて「自宅で亡くなったと伝えた」 

   ただ、このことはご家族のことも考えると口外しないようにと伝えた。 

   第２課には フロワーも違うので、亡くなったことも伝えていない。 

   遺書はないということ。 
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３ 心身の健康状況 

 把握していない 

 

４ 会社とご遺族との関係 

  9 月 6 日（金）に近親者での家族葬ということで、会社としては参列していない 

  ご両親からは 御礼を言われている 関係性悪くない 

  事前で教えてくださったので、カウンセリングを受けられることをお伝えしたら、お願 

いしたいということになった。 

 

５ 職員への影響等 

  今回のクライシスサポートは、お亡くなりになってから 12 日経過している。 

    案外みな平気にはしているが、特に C さんが元気がない。 

    なぜか E さんも元気がない（4 月に復職） 

 

６ 対象部署 

   人材ソリューション事業部 第１課 課長含め 5 名（パートは含まず） 

 

************** 

実施メニュー  

・個人カウンセリング 

・惨事後ＭＴＧ 

・ストーリー説明 

・心理テスト（ＩＥＳ-Ｒ・K-10・自由記述） 

支援目的調整面接で実施すると決まったチームは実施。テストをしないというところは実施し

ないで進める 

・ご遺族のカウンセリング 

 

<個人カウンセリング＞ 

9 月 14 日  課長 B さん、C さん、F さん  

ご遺族（映像や思いが苦しいようであれば EFT を実施する） 

9 月 15 日  D さん、E さん 

 

＜惨事後 MTG＞ 

根回し：第１課 課長 B さん 

 参加者： 

課長 B さん C さん、D さん、E さん、F さん 5 名 

＜心理テスト＞ 

実施するチームは実施する 

 ＜組織リーダーへのＦＢ＞ 

 あり 

＜ストーリー説明＞ 

  実施予定 


